防火対象物収容人員の算定方法
	区分
	収容人員の算定方法

	(1)項
	1.従業者の数

2.客席部分
イ.固定式のいす席→いす席の数（長いすの場合、幅0.4ｍごとに1人：端数切捨）
ロ.立見席→0.2㎡ごとに1人
ハ.その他の部分→0.5㎡ごとに1人
・客席の部分には入口、便所、廊下を含まない

・その他の部分にはます席、たたみ席等

	(2)項
	遊技場

1.従業者の数

2.機械器具を使用して遊技を行うことができる者の数

3.観覧、飲食又、休憩用の固定式のいす席→いす席の数（長いすの場合、幅0.5ｍごとに1人：端数切捨）

その他

1. 従業者の数

2. 客席部分

イ.固定式のいす席→いす席の数（長いすの場合、幅0.5ｍごとに1人：端数切捨）

ロ.その他の部分→3.0㎡ごとに1人

	(3)項
	

	(4)項
	1.従業者の数

2.主として従業者以外の者の使用に供する部分
　イ.飲食休憩用の部分→3.0㎡ごとに1人
　ロ.その他の部分→4.0㎡ごとに1人

・売場の床面積は売場内の通路を含む

	(5)項
	(5)項イ
1.従業者の数

2.宿泊室

　イ.洋式→ベッド数

　ロ.和式→6.0㎡ごとに1人

・簡易宿所、主として団体客を宿泊させる場合3.0㎡ごとに1人

3.集会、飲食、休憩用の部分

　イ.固定式のいす席→いす席の数（長いすの場合、幅0.5ｍごとに1人：端数切捨）

　ロ. その他の部分→3.0㎡ごとに1人

・ダブルベッドは2人として算定

(5)項ロ

居住者の数により算定

	(6)項
	(6)項イ
1.医師、歯科医師、助産師、薬剤師、看護師その他の従業者

2.病室内の病床数

3.待合室→3.0㎡ごとに1人

(6)項ロ、ハ

1.従業者の数

2.老人、乳幼児、身体障害者、知的障碍者その他の要保護者の数

(6)項二

1.教職員の数

2.幼児、児童又は生徒の数

	(7)項
	1. 従業者の数
2. 児童、生徒又は学生の数

	(8)項
	1. 従業者の数
2.閲覧室、展示室、展覧室、会議室、休憩室の床面積の合計→3.0㎡ごとに1人

	(9)項
	1. 従業者の数

2.浴場、脱衣所、マッサージ室、休憩用の部分の床面積の合計→3.0㎡ごとに1人

	(10)項
	従業者の数

	(11)項
	1.神職、僧侶、牧師その他従業者の数
2.礼拝、集会、休憩の用に供する部分の床面積の合計→3.0㎡ごとに1人

・新興宗教等も(11)項のこれらに類するものを含む

	(12)項
	従業者の数

	(13)項
	従業者の数

	(14)項
	従業者の数

	(15)項
	1. 従業者の数

2.主として従業者以外の者の使用に供する部分→3.0㎡ごとに1人
・(15)項の事業場として官公署、銀行、その他事務所などの防火対象物を含む

	(16)項

(16の2)項
	上記の各用途部分ごとに分割して、それぞれの用途部分ごとに収容人員を算定し、合計する

	(17)項
	床面積5.0㎡ごとに1人


※それぞれの該当する収容人員を合計して収容人員を算定する
